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「近代文語 UniDic」「中古和文 UniDic」を利用した 

総索引作成システムの開発 

小木曽 智信  須永 哲矢 

人間文化研究機構 国立国語研究所 

 

 日本語史の研究において検索のための総索引（concordance）はたいへん重要な位置を占めている。昨今，歴

史的資料を対象とした形態素解析が実用化されたことにより，総索引を半自動的に作成することが可能になった。

しかし，一般的な日本語研究者にとって既存のソフトウェアを用いて総索引を作成することは難しかった。そこ

で，形態素解析結果から容易に総索引を作成することのできるソフトウェアの開発を行った。 

Development of the publishing system of Japanese concordances using 

 morphological analysis with Kindai-Bungo UniDic and Chûko-Wabun UniDic 
 

Toshinobu Ogiso         Tetsuya Sunaga 
  National Institutes for the Humanities,  
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Concordances of text materials occupy a very important position in research of the history of the 
Japanese language. Recently, computerized morphological analysis for historical Japanese texts has 
been made practical, and it has become possible to create concordances semi-automatically. However, 
it has been difficult for general Japanese linguists to make concordances with existing software until 
now. Accordingly, we developed software which makes it possible to create concordances easily. 
 

1． はじめに 

日本語・日本文学の研究，なかでも日本語

の歴史的な研究において，用例検索のための

総索引（concordance）はたいへん重要な位置

を占めている。昨今，歴史的資料を対象とし

た形態素解析が実用化されたことにより，か

つては膨大な手作業を必要とした総索引の作

成を半自動的に行うことが可能になった．し

かし，一般的な日本語研究者にとって既存の

ソフトウェアを用いて総索引を作成すること

は容易ではなかった。そこで，形態素解析結

果から容易に総索引を作成することのできる

ソフトウェアの開発を行った。 

本発表では，歴史的資料を対象とした形態

素解析辞書「近代文語 UniDic」「中古和文

UniDic」を利用して，紙ベースの総索引を作

成するためのシステムを提案する。対象資料

のテキストファイルから，形態素解析（及び

必要に応じた人手修正）を経て，文脈付き総

索引の生成を可能にするものである。 

2．日本語学と総索引 

語の用例を見つけ出し，それに基づいて議

論を行うことが研究の出発点となる日本語学

において，語の検索のための総索引はたいへ

ん重要である。特に文法性判断などで内省が

きかない歴史的研究において，用例の実態調

査は研究の基礎となる重要な役割を果たすも

のである。そのため，多くの文学作品や国語

資料について総索引が作られ，研究に利用さ

れてきた。国文学研究においても総索引は研

究に欠くことのできないものとして広く用い

られている。 

今日では主立った文学作品の総索引は出そ

ろった感があるが，比較的マイナーな作品を

対象としたものや，別系統の伝本にもとづく

ものなどはいまだ不十分であり，現在でも新

たな総索引が作成・刊行されている。資料の

電子化・データベース化が進む中でも，これ

までと同じ使い勝手を求める声は少なくなく，

紙ベースの書籍形態の総索引の需要は大きい

ようである。近年における日本語研究分野の

科研費採択課題から見ても，総索引を新たに

作ろうとする試みが続けられていることがわ

かる。 

初期に作成された総索引の多くは，文脈な

しの自立語索引であったが，日本語史研究に

おいては付属語も重要な調査対象である。そ

のため，今日では付属語までを含み，KWIC

形式の文脈を付与するものが一般化している。
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このような総索引を作成するに当たってはコ

ンピュータを用いた何らかの手助けが必要と

される。文脈生成や見出し語のソート，整形

については，レポート出力可能なデータベー

スソフトなどを用いることで対応できるが，

一般的な日本語・日本文学の研究者にとって

はハードルが高い作業である。また，単語に

分割して品詞や読みなどを付与する作業は，

人手によらなければならずたいへんな手間を

要する。しかし，形態素解析技術の発達によ

り，その大部分を自動化することが可能にな

った。 

2．歴史的資料を対象とした形態素解析 

現代日本語の形態素解析システムについて

は，京都大学の JUMAN や奈良先端科学技術

大学の ChaSen，それに続く MeCab などの成

功により，以前から実用的な精度での解析が

可能になっていた。しかし，日本語研究用の

総索引が対象とするような歴史的資料につい

ては，長らく十分な精度での解析を行うこと

ができなかった。 

しかし，近年，「近代文語 UniDic 」

（[1][2][4]）によって明治期の文語論説文の

形態素解析が可能になったほか，「中古和文

UniDic」（[3][4]）によって，平安時代の和

文形資料の解析も可能になってきた。特に後

者が対象とする文体は，後の時代の資料でも

用いられており，総索引作りの対象となるこ

との多いものである。 

この形態素解析辞書を用いることにより，

単語分割や品詞・読みの付与といった，総索

引作成の手間を大幅に減らすことが可能にな

ると考えられる。現在，歴史的資料を対象と

した形態素解析システムの解析精度は 96％程

度であり，そのまま総索引の元データとする

には問題が残る。しかし，これに人手による

チェックと修正を加えることで，総索引作成

用として十分な精度に高めることが可能であ

る。 

UniDic は標準の形態素解析結果として表１

に示す属性を出力する。これ以外にも，設定

により，書字形基本形やアクセント型などの

豊富な情報が出力可能である。 

表 1 のうち語彙素・語彙素読み・品詞・活

用型・活用形・書字形・発音形（または語形）

の組により，辞書中の見出し語として一意に

同定することができるようになっている。 

 

 

表 1 UniDic の形態論情報 

属性名 説明 

語彙素 辞書見出しの代表表記 

語彙素読み 辞書見出しの読み（カナ） 

語形 異語形を区別する形（カナ） 

品詞 品詞（大-中-小分類） 

活用型 活用型（活用語のみ） 

活用形 活用形（活用語のみ） 

書字形 テキストに出現した表記形 

発音形 読み上げ用の形（現代読み） 

語種 和語・漢語・外来語等の別 

 

総索引の作成に当たっては，このうち「語

彙素」「語彙素読み」「語形」「品詞」「活

用型」「書字形」「語種」を出力した。また

印刷される結果には出力しなかったものの

「活用形」を索引のソートに利用した。 

3．総索引作成システム 

「近代文語 UniDic」「中古和文 UniDic」

を利用して，日本語学の研究者が容易に総索

引を作成することができるようにするために，

UniDic の出力形式を入力として，最終的に

PDF（ないし HTML）形式の総索引を出力と

する総索引作成システムを開発した。システ

ムの全体の流れは図 1 のようになる。 

 

対象テキスト

形態素解析
（中古和文UniDic等）

形態素解析結果
テキスト（CSV）

人手修正

総索引
（PDF, HTML）

総索引生成
システム

図 1 総索引作成システムの流れ 
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対象となるテキストは，プレーンテキスト

または XML ファイルに対応する。XML 形式

の場合も，タグ付けされた情報は，後述する

位置情報以外には用いない。基本的にプレー

ンテキスト化し，改行と句点を基準にして文

を区切り，これを形態素解析への入力とする。 

形態素解析そのものは，UniDic 標準の解析

方法による。UniDic には形態素解析を手助け

するインターフェイスプログラム「茶まめ」

が付属しており，コンピュータに不慣れなユ

ーザでも容易に形態素解析を行うことが可能

になっている。茶まめを用いた解析結果の出

力は表 1 に示した情報が含まれるタブ区切り

テキスト形式である。 

先述したとおり，形態素解析結果をそのま

ま総索引に用いることは，精度上問題がある。

したがって，多くの場合には人手による修正

を行う必要があるが，その際にも，形態素解

析結果と同じ表形式を保ったまま作業を行う

ことは可能である。そのため，本システムは

形態素解析結果そのままの入力形式を想定し

ているが，解析結果をそのまま用いた全自動

の総索引生成と，人手修正後のデータを用い

た総索引生成との両方に対応している。 

 

形態素解析結果の修正 

総索引生成システムの入力である形態素解

析結果はタブ区切りテキスト形式であり，必

要に応じて表計算ソフトなどを用いて修正す

ることができる。しかし，形態素解析結果だ

けを見て，テキストの他の箇所との整合性を

保ちながら解析結果の修正作業を行うことは

必ずしも容易ではない。テキストの形態素解

析結果（コーパス）と形態素解析辞書の見出

し語をデータベース上で関連づけ，辞書を参

照しつつテキスト解析結果の修正を行うこと

ができれば，比較的容易に修正作業を行うこ

とができる。 

今回は，この修正作業用のシステムとして

国立国語研究所の「形態論情報データベース」

[5] [6]を用いた。しかし，これは「現代日本

語書き言葉均衡コーパス」の構築のために運

用しているデータベースシステムであり，一

般に利用可能なものではない。今後，奈良先

端科学技術大学院大学で開発されているコー

パス検索・管理ツール「茶器」を用いること

で，一般ユーザにもコーパス整備が可能な環

境を構築していきたいと考えている。 

 

形態論情報の簡略化 

UniDic において，たとえば普通名詞は「名

詞-普通名詞-一般」といった，大分類-中分類-

小分類の形で表される。しかし，一般の総索

引利用者にとっては，この長い形式は煩雑で

ある。また，「大分類」や「中分類」だけを

取り出しても，今度はおおざっぱになりすぎ

たり，品詞によっては細かすぎたりといった

問題が生ずる。そこで，索引を作成する段階

で，この長い品詞を適切に簡略化させる機能

を用意した。 

UniDic の品詞と簡略品詞の対応表を用意し，

これを読み込んでパターンマッチによって置

き換えるものである。品詞対応表は単純なテ

キストファイルであり，索引の作成者が自由

にカスタマイズすることが可能になっている。 

このような簡略化は，活用型・活用形でも

必要となる。UniDic の出力では，活用型は

「文語四段-カ行」，活用形は「終止形-一般」

などと，これも索引の利用者から見た場合に

は煩雑な長い形で出力されている。そこで，

これらも品詞と同様の対応表によって簡略化

を行っている。 

 

本文中の位置情報 

索引において，語の出現箇所は元のテキス

トにかえって本文や注釈などを確認するため

に極めて重要な情報である。したがって，総

索引作成システムでは位置情報を出力できる

ようにする必要がある。 

プレーンテキストを入力とした場合には，

すべてのテキストが形態素解析の対象となる

ため，位置情報をタグ付けして残すことがで

きない。テキストファイルから取得可能な位

置情報としては，ファイル先頭からの文字

数・文数・語数などが考えられる。文字数は

数字が大きくなりすぎ扱いにくく，語数は形

態素解析結果の修正によって変化してしまう

ため，今回は文数を採用することとした。 

XML ファイルの場合には位置情報をタグ付

けしておくことができる。そこで，総索引作

成システムのオプションで形態素解析対象と

なった XML ファイルを指定することにより，

位置情報を索引に埋め込むことができるよう

にした。タグの形式としては， 

<info position=”位置情報”/> 

という簡単な空要素タグだけを参照して利

用することとした。位置情報は，終了位置を

表すものとし，索引には，おのおのの語から
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見て後方に最初に現れる位置情報を出力して

いる。位置情報と語との関連づけは，ファイ

ル中の文字位置によっている。 

なお，位置情報については，ページ区切り，

行区切りなどを階層化して入力することも考

えられるが，現在のところ，簡潔さを優先し

て一つのタグを出力するのみとなっている。 

 

索引の出力 

総索引生成システムは，整形した文脈付き

総索引を出力する。文脈は，形態素解析結果

の書字形（表層の出現文字列）を出現順に組

み上げて生成する。見出し語は，読み

（UniDic の「語彙素読み」）を基本に代表表

記（同「語彙素」）・品詞・活用型をキーと

して並び替え・グループ化し，アイウエオ順

に出力する。 

出力形式は，オプションにより， TeX

（PDF）形式と HTML 形式に対応する。TeX

（PDF）形式は高品質な組み版・印刷に供す

るためのものであるが，TeX ファイルをコン

パイルして PDF を出力するために Unicode

対応の TeX（upLaTeX）環境が必要となる。

一方，HTML 形式は特別な環境なしに容易に

利用可能にするためのもので，CSS による簡

易なデザインを施している。CSS の修正によ

り，デザインを変更することも可能となって

いる。索引のサンプルは，末尾の【付録】を

参照されたい。 

 

4．総索引作成例－『恋路ゆかしき大将』

文脈つき総索引 
このシステムを利用して，実際に索引サン

プルを作成した。対象とした作品は，鎌倉期

の擬古物語の一つ，『恋路ゆかしき大将』[7]

（作者不詳，宮田光校訂・訳注）である。こ

の作品を含め，中世の物語作品は，総索引が

作られていないものが多く，本システムの活

用が期待されるジャンルのひとつであるとい

える（表 2）。 

『恋路ゆかしき大将』総索引の作成は，本

文を OCR によってテキストデータ化すると

ことから始めた。テキストデータ化の対象ペ

ージ数は計 117 ページで，二段組みの上段に

本文，下段に現代語訳があるうちの上段のみ

をテキスト化した。文字数約 7.5 万，短単位

語数 4.5 万（記号・句読点含む）。 

作業手順とそれに要した日数は表 3（次頁）

に示したとおりである。作業者 1 名，1 日あ

たりの作業時間はおおむね 6 時間程度である。 

 

表 2 笠間書院『鎌倉時代物語集成』 

所収作品の索引の有無 

作品名 索引の有無 

あきぎり   

あさぢが露 自立語索引あり 

あまのかるも 総索引あり 

在明の別   

石清水物語 総索引あり 

いはでしのぶ   

風につれなき物語   

風に紅葉 語句索引あり 

苔の衣   

木幡の時雨 総索引あり 

恋路ゆかしき大将   

小夜衣 総索引あり 

雫に濁る   

しのびね物語   

白露   

住吉物語 総索引あり 

とりかへばや 総索引あり 

兵部卿物語   

松陰中納言物語   

松浦宮物語 総索引あり 

むぐらの宿 自立語索引あり 

無名草子 総索引あり 

八重葎   

(別本)八重葎   

山路の露 総索引あり 

夢の通ひ路物語   

夜寝覚物語 総索引あり 

我身にたどる姫君   

雲隠六帖   

下燃物語   

豊明絵草子   

なよ竹物語 総索引あり 

掃墨物語   

葉月物語   

 

今回の総索引作成にあたっては，書籍形態

の本文しか存在しない状態から開始したが，

それでも形態素解析および索引生成の自動化

により，23 日で総索引が完成した。実際には

本文の OCR 結果に対する校正をどの程度行

うか，形態素解析結果にどの程度細かく修正

を施すかなどによって作業時間は変わってく

るが，およそ 3 週間で，4.5 万語程度の総索引
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が作成できたことになる。なお，今回は本文

校正，形態素解析結果ともに，十分な確認作

業を行っている。 

 

表 3 総索引作成の作業手順と作業日数 

作業手順 作業日数 

1 書籍をスキャン 1 日 

2 
OCRによる本文のテキストデ

ータ化と校正作業 
3 日 

3 タグ付け，XMLデータ化 3 日 

4 
「中古和文 UniDic」による

形態素解析 
（自動） 

5 形態素解析結果人手修正 16 日 

6 総索引生成システム （自動） 

（計） 23 日 

 

形態素解析には「中古和文 UniDic」を用い

た。この解析辞書は，主として平安時代の和

文資料を対象としたものであるが，鎌倉期以

降の作品であっても，中古和文に類する文体

の資料に対しては，ほぼ同程度の解析精度が

期待できる。実際の作業においても，平安時

代作品を解析した場合に比して不都合は感じ

られなかった。 

 

5．おわりに 

歴史的資料を対象とした形態素解析辞書に

より，古典テキストの高度な利用が可能にな

った。しかし，日本語・日本文学の一般的な

研究者にとって，形態素解析やデータベース

の操作といった技術はいまだに敷居の高いも

のであって，なかなか利用が進んでいない。

本システムのように，新しい技術による成果

を従来からある研究用の資源の形式で提供す

ることによって，技術への理解とその普及を

図るとともに，新たな研究用資源の構築につ

なげていくことができればと考えている。 
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